
【
抄
録
】

蒙
古
襲
来
に
お
け
る
八
幡
神
（
八
幡
大
菩
薩
）
の
神
徳
を
主
題
と
し
て
成
立
し

た
『
八
幡
愚
童
訓
』
甲
本
は
、
八
幡
信
仰
研
究
の
基
礎
資
料
で
あ
る
。
そ
の
代
表

的
本
文
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
諸
本
論
や
本
文
研
究
で
は
、
日
本
思
想
大
系
『
寺

社
縁
起
』
所
収
の
翻
刻
本
文
が
、
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
『
寺
社
縁
起
』
所
収
の
翻
刻
本
文
は
、
石
清
水
八
幡
宮
社
家
の
菊
大
路
家

に
伝
来
し
た
伝
本
の
翻
刻
と
い
う
側
面
か
ら
も
、『
八
幡
愚
童
訓
』
研
究
史
上
で

重
要
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
底
本
は
、
菊
大
路
本
の
原
本
で
は
な
く
、
そ
れ
を

影
写
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
影
写
本
で
あ
る
。
こ
の
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
所
蔵
の
影
写
本
は
、
上
巻
前
半
部
を
欠
失
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

史
で
は
、
そ
の
欠
失
は
菊
大
路
家
の
原
本
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

石
清
水
八
幡
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
菊
大
路
家
の
原
本
は
、
全
四
巻
が
完
備
し
た
形
で

現
存
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
本
論
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
、
こ
の
菊
大
路
本
に
対

す
る
研
究
史
上
の
通
説
を
訂
正
し
、
今
後
の
『
八
幡
愚
童
訓
』
研
究
の
基
礎
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

八
幡
信
仰
、
蒙
古
襲
来
、
石
清
水
八
幡
宮
菊
大
路
家
本
、『
八
幡

愚
童
記
』、『
八
幡
愚
童
訓
』

序
中
世
期
の
八
幡
縁
起
で
最
も
代
表
的
な
の
は
、『
八
幡
愚
童
訓
』（
以
下
、『
愚

童
訓
』。）
で
あ
る
。
そ
の
『
愚
童
訓
』
に
は
、
同
名
異
書
の
二
種
類
の
も
の
が
知

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
よ
り
「
蒙
古
襲
来
を
中
心
に
述
べ
た
も
の
」
を
甲
本

（
以
下
、
甲
本
。）、「
八
幡
神
の
神
徳
を
述
べ
た
も
の
」
を
乙
本
（
以
下
、
乙
本
。）

（
�
）

と
区
別
さ
れ
る
。

こ
の
『
愚
童
訓
』
甲
本
・
乙
本
の
両
種
は
、
八
幡
信
仰
研
究
の
基
礎
資
料
と
し

て
、
学
問
分
野
を
超
え
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
礎
的
な
諸
本
論
や

本
文
研
究
に
は
、
い
ま
だ
究
明
す
べ
き
問
題
が
多
い
。

例
え
ば
『
愚
童
訓
』
甲
本
の
代
表
的
本
文
は
、
日
本
思
想
大
系
『
寺
社
縁
起
』

（
�
）

に
所
収
さ
れ
る
翻
刻
本
文
（
以
下
、『
寺
社
縁
起
』。）
だ
が
、
こ
れ
は
菊
大
路
本

を
基
に
し
な
が
ら
も
、
他
の
伝
本
の
本
文
を
取
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

『
八
幡
愚
童
訓
』
諸
本
研
究
史
再
考

筒

井

大

祐



本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
本
論
を
確
認
し
た
上
で
、
今
後
の
『
愚
童
訓
』
甲
本

研
究
の
基
礎
と
し
て
、
そ
の
課
題
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
問
題
の
所
在

『
愚
童
訓
』
甲
本
の
諸
本
論
と
し
て
は
、
諸
本
の
冒
頭
部
の
本
文
の
比
較
か
ら
、

（
�
）

（
�
）

二
系
統
に
分
類
さ
れ
た
上
で
系
統
図
を
示
さ
れ
た
、
萩
原
龍
夫
氏
や
新
城
敏
男
氏

（
�
）

の
論
考
が
あ
る
。
ま
た
、
小
野
尚
志
氏
は
『
愚
童
訓
』
甲
本
・
乙
本
の
現
存
伝
本

を
博
捜
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
内
容
ご
と
に
分
類
さ
れ
、
研
究
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
。特

に
小
野
氏
は
、『
愚
童
訓
』
甲
本
を
Ａ
類
か
ら
Ｊ
類
、
そ
の
他
に
分
類
さ
れ

た
が
、
そ
の
諸
本
論
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
課
題
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
客
観
的
な
基
準
が
立
て
ら
れ
そ
う
に
考
え
ら
れ
る
諸
本
の
分
類

と
い
う
も
の
の
、
そ
の
客
観
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
意
外
に
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
、「
八
幡
愚
童
訓
」
の
分
類
を
試
み
な
が
ら
感
じ
続
け
た
。

残
念
な
が
ら
、
以
下
に
記
す
分
類
は
、
系
統
図
を
示
す
と
い
う
よ
う
な
結
論

に
至
っ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
諸
本
分
類
の
目
的
を
、

本
書
出
版
の
主
な
目
的
は
、「
八
幡
愚
童
訓
」
研
究
の
為
の
基
礎
資
料
を
提

出
し
、
諸
本
の
比
較
検
討
を
よ
り
容
易
な
も
の
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。
本
書
で
示
し
た
分
類
案
の
再
検
討
と
、
祖
本
の
姿
が
よ
り
明
確
に
さ
れ

る
為
の
一
助
と
な
り
、
現
在
の
私
に
は
未
だ
よ
く
見
え
な
い
系
統
図
が
、
い

つ
か
、
ど
な
た
か
の
手
で
、
確
固
た
る
形
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、

こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。

と
記
さ
れ
る
。

小
野
氏
に
よ
っ
て
『
愚
童
訓
』
甲
本
の
諸
本
分
類
が
行
わ
れ
た
が
、
各
々
の
諸

本
の
系
統
図
の
提
示
や
古
態
本
文
の
解
明
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
今

後
の
課
題
と
し
て
、「
分
類
案
の
再
検
討
」
や
「
祖
本
の
姿
」、「
系
統
図
」
の
解

明
を
後
考
へ
託
さ
れ
た
。

（
�
）

そ
れ
に
対
し
て
本
文
研
究
の
課
題
と
し
て
は
、
小
助
川
元
太
氏
が
、

今
後
の
研
究
の
進
展
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
甲
類
系
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
全

貌
を
読
み
や
す
い
形
で
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
記
事
量

が
最
も
多
く
、
比
較
的
古
態
を
留
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
Ａ
類
本
（
筑
紫
本

・
群
書
類
従
本
）
を
底
本
と
し
た
校
注
の
刊
行
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

と
し
て
、
小
野
氏
の
諸
本
論
に
拠
り
な
が
ら
、
小
助
川
氏
が
古
態
性
を
認
め
ら
れ

る
Ａ
類
本
を
基
に
し
た
校
注
本
の
必
要
性
を
示
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
今
後
の
『
愚
童
訓
』
甲
本
の
諸
本
論
や
本
文
研
究
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
、
菊
大
路
本
に
対
す
る
通

説
の
誤
り
を
指
摘
し
た
い
。

二
、
菊
大
路
本
『
八
幡
愚
童
記
』
に
対
す
る
諸
本
論
の
通
説

八
幡
信
仰
に
関
す
る
研
究
論
文
な
ど
で
『
愚
童
訓
』
甲
本
を
引
用
す
る
際
、
最

も
用
い
ら
れ
て
い
る
代
表
的
本
文
は
、『
寺
社
縁
起
』
で
あ
る
。
そ
の
解
説
と
し

（
�
）

て
、
萩
原
龍
夫
氏
は
、
底
本
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

底
本
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
菊
大
路
本
（
石
清
水
八
幡

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
十
九
号

一
二



宮
蔵
）
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
で
あ
る
が
、
上
巻
の
前
半
部
が
欠

け
て
い
る
の
で
、
京
都
大
学
本
で
こ
れ
を
補
っ
た
。【

】
内
が
そ
れ
で
あ

る
。
且
つ
、
文
中
解
し
に
く
い
字
句
の
参
考
の
た
め
に
、
最
小
限
度
必
要
と

思
わ
れ
る
字
句
を
文
明
本
か
ら
採
っ
て
傍
注
と
し
（
右
傍
〔

〕
内
が
そ
れ

で
あ
る
）、
ま
た
、
底
本
の
欠
を
文
明
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
（〔

〕
内
が
そ

れ
で
あ
る
）。

こ
の
よ
う
に
『
寺
社
縁
起
』
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
菊
大
路
本
の

影
写
本
（
以
下
、
東
大
影
写
本
。）
を
底
本
と
し
て
、
そ
の
本
文
の
欠
失
を
京
都

大
学
本
（
以
下
、
京
大
本
。）
や
文
明
本
で
補
っ
た
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
。
な

お
、
文
明
本
と
は
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市
八
幡
神
社
所
蔵
の
文
明
十
五
（
一
四
八

三
）
年
の
奥
書
を
有
す
る
伝
本
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
寺
社
縁
起
』
の
底
本
で
あ
る
東
大
影
写
本
の
下
冊
の
巻
末
に
は
、

（
�
）

菊
大
路
本
を
影
写
し
た
年
月
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

右
八
幡
愚
童
記

山
城
国
綴
喜
郡
八
幡
町
菊
大
路
纓
清
氏
所
蔵
明
治
三
十
七
年
十
二
月
採
訪

同
三
十
九
年
六
月
影
写
了

こ
の
奥
書
か
ら
、
東
大
影
写
本
は
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
六
月
に
、
石
清

水
八
幡
宮
の
社
家
で
あ
る
菊
大
路
家
所
蔵
の
伝
本
を
影
写
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
時
期
に
東
京
帝
国
大
学
が
、
菊
大
路
家
で
『
愚
童
訓
』
甲
本
を
影
写
し

た
理
由
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
編
纂
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
東
京
帝
国
大
学
が
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け

四
』
と
し
て
編
纂
し
た
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
文
書
全
六
冊
の
内
、
一
冊
が
『
菊
大

路
家
文
書
』
に
充
て
ら
れ
、『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け

四
ノ
六
』
と
し
て
、

（
�
）

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
三
月
三
十
一
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
に

『
愚
童
訓
』
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
東
大
影
写
本
は
、
菊
大
路
本
の
本
文
を
伝
え
る
も
の
だ
が
、
萩
原
氏
が

『
寺
社
縁
起
』
の
解
説
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
上
巻
の
前
半
部
が
欠
け
て
い

る
」
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
本
論
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

（
�
）

例
え
ば
川
上
市
太
郎
氏
は
、「
八
幡
愚
童
記
・
・
・
写
本
・
・
・（
元
禄
本
、
山

城
本
）」
と
し
て
、
菊
大
路
本
を
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
た
。

東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
に
実
写
し
て
あ
る
、
之
は
書
出
し
が
「
抑
八
幡

大
菩
薩
者
仲
哀
天
皇
第
四
御
子
、
御
母
儀
ハ
神
功
皇
后
ニ
御
座
ス
・
・
・
」

で
前
述
の
各
本
と
異
な
つ
て
ゐ
る
が
、
内
容
は
似
た
り
で
あ
る
。
此
の
本
に

は
奥
書
が
あ
る
。

元
禄
十
丁丑

年
三
月
廿
五
日
裏
打
仕
直
シ
也

当
所
柴
座
住
人

経
師甚

兵
衛
記

御
社
霧
御
次
目
時
也

更
に
史
料
編
纂
所
の
記
入
が
あ
る
。

右
八
幡
愚
童
記
山
城
国
綴
喜
郡
八
幡
町
菊
大
路
纓
清
氏
所
蔵
明
治
三
十
七

年
十
二
月
採
訪
同
三
十
九
年
六
月
影
写
了

之
も
採
訪
者
の
見
出
し
た
も
の
を
実
写
し
て
あ
る
が
、
文
字
も
保
存
も
立
派

で
あ
る
。

川
上
氏
は
、
東
大
影
写
本
の
冒
頭
が
他
の
伝
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘

さ
れ
た
上
で
、
奥
書
と
し
て
、「
元
禄
十
年
」
の
修
理
記
録
を
挙
げ
ら
れ
る
。

『
八
幡
愚
童
訓
』
諸
本
研
究
史
再
考
（
筒
井
大
祐
）

一
三



（
�
）

ま
た
是
澤
恭
三
氏
も
、

八
幡
愚
童
訓
の
古
写
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
第
一
は
男
山
八
幡
宮

の
旧
社
家
菊
大
路
家
に
伝
わ
っ
た
写
本
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
史
料
編
纂

所
に
お
い
て
影
写
せ
ら
れ
た
も
の
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉

末
写
本
を
伝
え
て
い
る
。
上
下
二
巻
の
写
し
で
あ
る
が
、
上
巻
は
本
末
の
二

巻
に
分
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
の
巻
は
失
わ
れ
、
末
の
巻
か
ら

の
写
し
が
あ
る
。
端
裏
書
に
「
八
幡
愚
童
記
上
末
」
と
見
え
て
お
り
、
本
文

の
書
出
し
は

抑
八
幡
大
菩
薩
者
仲
哀
天
皇
第
四
御
子

か
ら
で
あ
る
。
・
・
・
下
巻
の
方
の
写
し
は
、
端
裏
書
に
「
八
幡
愚
童
記

下
」
と
あ
り
、
・
・
・
そ
の
奥
に

御
社
務
御
次
目
時
也

と
記
し
、
そ
の
下
に

元
禄
十
丁丑

年
三
月
廿
五
日
裏
打
仕
直
シ
也

当
所
柴
屋
住
人

経
師甚

兵
衛
能
当
（
花
押
）

江
戸
時
代
に
修
理
を
し
た
こ
と
を
書
留
め
て
あ
る
。
な
お
本
書
が
京
都
府
下

八
幡
町
の
菊
大
路
纓
清
氏
所
蔵
の
も
の
を
明
治
三
十
七
年
十
二
月
に
採
訪

し
、
同
丗
九
年
六
月
に
影
写
し
た
由
を
記
し
て
あ
る
。

と
、
川
上
氏
と
同
じ
く
、
東
大
影
写
本
の
冒
頭
が
欠
失
し
て
い
る
点
を
指
摘
さ
れ

た
上
で
、
奥
書
と
し
て
「
元
禄
十
年
」
の
修
理
記
録
を
記
さ
れ
る
。

（
�
）

さ
ら
に
新
城
氏
も
、『
愚
童
訓
』
甲
本
の
諸
本
を
二
系
統
に
分
類
さ
れ
た
が
、

そ
の
（
ロ
）
に
分
類
さ
れ
る
伝
本
と
し
て
菊
大
路
本
を
挙
げ
、

菊
大
路
家
本
は
鎌
倉
時
代
末
の
写
本
と
い
わ
れ
、
東
大
史
料
編
纂
所
に
影
写

本
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
こ
の
書
出
し
か
ら
、「
・
・
・
和
光
ノ
影

モ
知
レ
タ
リ
」（
群
書
類
従
本
三
九
九
頁
上
四
行
目
）
ま
で
を
欠
く
が
、
影

写
本
上
冊
の
端
裏
書
に
「
八
幡
愚
記
上
末
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
、

「
上
本
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
書
は
文
明
本
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
な
の
で
書
出
し
の
部
分
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
す
る
。

と
、
菊
大
路
本
の
冒
頭
部
の
欠
失
を
指
摘
さ
れ
た
上
で
、
そ
の
部
分
が
文
明
本
と

「
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
」
さ
れ
、
分
類
案
を
示
さ
れ
た
。

（
�
）

小
野
氏
の
諸
本
論
で
も
、
菊
大
路
本
の
原
本
を
見
て
お
ら
れ
ず
、
東
大
影
写
本

に
拠
っ
て
、
そ
の
本
文
を
確
認
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

所
掲
本
は
、
類
従
本
Ｐ
三
九
九
上
Ｌ
４
以
上
、
即
ち
、
冒
頭
部
分
か
ら
神
亀

元
年
に
筑
前
国
若
椙
山
に
香
椎
宮
を
造
っ
た
そ
の
辺
の
様
子
を
描
写
す
る
部

分
（
大
系
本
Ｐ
一
七
八
下
Ｌ
１２
以
前
。
大
系
本
で
【

】
で
括
っ
て
い
る
部

分
）
ま
で
を
欠
く
本
で
あ
る
。
そ
の
部
分
を
記
す
本
文
が
存
在
し
た
ら
し
い

こ
と
は
、
書
き
出
し
の
部
分
の
裏
（
端
裏
書
）
に
、「
八
幡
愚
童
記
上
末
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
東
大
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
に
よ
る
）
か
ら
、
う

か
が
い
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
諸
本
論
で
は
菊
大
路
本
の
本
文
は
、
全
て
東
大
影

写
本
に
基
づ
い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
部
に
あ
た
る
上
巻
前
半
部
が
欠

失
し
た
伝
本
で
あ
る
と
い
う
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
石
清
水
八
幡
宮
に
は
そ
の
菊
大
路
本
が
全
四
巻
と
い
う
形
で
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、
そ
の
菊
大
路
本
を
確
認
す
る
。
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三
、
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
菊
大
路
本
『
八
幡
愚
童
記
』

東
大
影
写
本
の
原
本
で
あ
る
菊
大
路
本
は
現
在
、
石
清
水
八
幡
宮
が
所
蔵
し
て

（
�
）

お
り
、
そ
の
目
録
で
あ
る
『
続
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書

三
』（
以
下
、『
史
料

叢
書
』。）
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
序
に
か
へ
て
」
で
、
村
田
正
志
氏
が
、

次
に
世
に
著
聞
す
る
宇
佐
託
宣
集
十
四
帖
が
存
在
す
る
。
同
本
に
は
奥
書
が

な
く
、
そ
の
書
写
年
代
は
詳
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
は
近
世
初
頭
の
も
の
と

認
む
べ
き
古
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
、
八
幡
愚
童
記
全
四
巻
が

完
備
す
る
。
同
書
は
八
幡
愚
童
訓
と
も
称
せ
ら
れ
、
古
写
本
と
し
て
高
野
山

本
・
筑
紫
家
本
等
も
あ
る
が
、
石
清
水
八
幡
宮
に
所
蔵
す
る
菊
大
路
家
本

は
、
元
禄
十
年
十
月
善
法
寺
央
清
の
奥
書
が
あ
り
、
こ
の
時
修
理
が
行
は
れ

た
と
の
意
の
ご
と
く
、
書
写
は
こ
れ
よ
り
溯
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
古
本
で

あ
る
。

と
、
石
清
水
八
幡
宮
が
所
蔵
す
る
「
宇
佐
託
宣
集
十
四
帖
」
と
「
八
幡
愚
童
記
全

四
巻
」
を
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
の
「
八
幡
愚
童
記
全
四
巻
」
が
、
東
大
影
写
本
の

原
本
で
あ
る
菊
大
路
本
で
あ
る
。

『
史
料
叢
書
』
で
は
「
菊
大
路
い
之
部
」
に
、「
い
│
３

八
幡
愚
童
記

上
上

一
巻
」「
い
│
４

八
幡
愚
童
記

上
末

一
巻
」「
い
│
５

八
幡
愚
童
記

下

上

一
巻
」「
い
│
６

八
幡
愚
童
記

下
末

一
巻
」
と
あ
り
、
各
々
の
書
誌

情
報
が
記
さ
れ
、
菊
大
路
本
が
全
四
巻
の
形
で
、
石
清
水
八
幡
宮
に
現
存
す
る
事

が
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
、
川
上
氏
と
是
澤
氏
が
東
大
影
写
本
に
よ
り
、
菊
大
路
本
の
奥
書
と
さ

れ
た
「
元
禄
十
年
三
月
廿
五
日
」
付
の
修
理
記
録
を
、
村
田
氏
は
「
元
禄
十
年
十

月
善
法
寺
央
清
の
奥
書
が
あ
り
、
こ
の
時
修
理
が
行
は
れ
た
と
の
意
の
ご
と
く
、

書
写
は
こ
れ
よ
り
溯
る
も
の
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
菊
大
路
本
は
、
全

四
巻
が
修
理
さ
れ
た
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
に
は
、「
上
上
」
か
ら
「
下
末
」

ま
で
の
全
四
巻
の
完
備
し
た
形
で
菊
大
路
家
に
伝
来
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、『
史
料
叢
書
』
の
口
絵
に
は
、
全
四
巻
の
各
々
の
巻
首
の
図
版
が
掲
載
さ

れ
る
が
、
こ
の
図
版
を
見
る
限
り
、
四
巻
と
も
全
て
同
筆
で
あ
る
と
判
断
で
き

る
。こ

の
よ
う
に
菊
大
路
本
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
菊
大
路
家
で
採
訪
し

た
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
以
前
か
ら
、
全
四
巻
の
完
備
し
た
形
で
伝
来
し

て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
諸
本
論
で
通
説
と
な
っ
て
い
た
、
菊
大
路
本
の

上
巻
前
半
部
の
欠
失
と
い
う
の
は
、
菊
大
路
本
原
本
の
欠
失
で
は
な
く
、
東
大
影

写
本
の
不
備
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
菊
大
路
本
の
上
巻
前
半
部
の
影
写

が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
残
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
現
在
で
は
不
明
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
菊
大
路
本
全
四
巻
は
、
す
で
に
『
神
道
大
系

古
典
編
十

（
�
）

三
』
に
翻
刻
本
文
（
以
下
、『
神
道
大
系
』。）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
『
神
道
大
系
』「
八
幡
愚
童
記
」
の
解
説
で
村
田
氏
は
、

本
書
神
道
大
系
古
典
編
に
、
こ
の
度
収
録
す
る
八
幡
愚
童
記
は
、
前
記
石
清

水
八
幡
宮
所
蔵
本
で
あ
り
、
そ
の
形
態
解
読
は
最
も
正
確
忠
実
を
期
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
理
由
は
種
々
存
す
る
が
、
そ
の
主
要
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
同
本
が
同
書
古
写
本
と
し
て
伝
来
お
よ
び
書
写
が
正
確
良
好
で
あ
り
、

且
つ
完
備
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
形
態
は
、
上
上
、
上
末
、
下

上
、
下
末
の
四
篇
か
ら
成
る
巻
子
本
で
あ
り
、
・
・
・
そ
の
書
写
年
時
は
、

『
八
幡
愚
童
訓
』
諸
本
研
究
史
再
考
（
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井
大
祐
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著
作
年
時
を
あ
ま
り
降
ら
ぬ
頃
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
、「
同
本
は
同
書
古
写
本
と
し
て
、
伝
来
お
よ
び
書
写
が
正
確
良
好
で
あ
り
、

且
つ
完
備
す
る
か
ら
で
あ
」
り
、「
書
写
年
時
は
、
著
作
年
時
を
あ
ま
り
降
ら
ぬ

頃
の
も
の
」
と
、
菊
大
路
本
を
翻
刻
す
る
意
義
を
示
さ
れ
た
。

こ
の
菊
大
路
本
の
原
本
の
翻
刻
を
収
録
し
た
『
神
道
大
系
』
の
公
刊
に
よ
り
、

東
大
影
写
本
は
、
菊
大
路
本
の
「
上
末
」、「
下
上
」、「
下
末
」
の
三
巻
分
を
二
冊

に
影
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
菊
大
路
本
の
「
上
上
」
一
巻
分
を
欠
失
し
て
い
る
事

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
『
愚
童
訓
』
甲
本
の
代
表
的
本
文
と
し
て
、
東
大
影
写
本
な
ど
を
底

本
と
し
た
『
寺
社
縁
起
』
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
神
道
大
系
』
が
公

刊
さ
れ
た
時
点
で
、
三
本
の
伝
本
の
本
文
を
取
り
合
わ
せ
た
『
寺
社
縁
起
』
は
、

菊
大
路
本
の
翻
刻
本
文
と
い
う
側
面
に
お
い
て
、
そ
の
研
究
上
の
役
割
を
終
え
た

と
す
べ
き
で
あ
る
。

四
、『
寺
社
縁
起
』
と
『
神
道
大
系
』
の
本
文
比
較

『
神
道
大
系
』
の
公
刊
に
よ
り
、
菊
大
路
本
の
全
容
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、

（
�
）

こ
れ
に
よ
り
諸
本
論
で
問
題
と
な
る
の
は
、
小
野
氏
が
、

所
掲
本
は
、
次
の
京
大
甲
本
と
合
わ
せ
る
と
、
類
従
本
の
範
囲
を
覆
い
得
る

の
で
あ
る
が
、
菊
大
路
本
の
み
を
基
準
と
し
て
、
Ｆ
類
を
た
て
た
。

と
、
東
大
影
写
本
を
基
に
Ｆ
類
を
立
て
ら
れ
た
点
で
あ
る
。

小
野
氏
は
、
東
大
影
写
本
と
京
大
本
を
比
較
さ
れ
、「
そ
れ
程
の
差
異
は
認
め

ら
れ
な
い
（
一
箇
所
を
除
い
て
）」
と
指
摘
さ
れ
る
が
、『
寺
社
縁
起
』
と
『
神
道

大
系
』
の
上
巻
前
半
部
を
比
較
す
る
と
、
細
か
な
異
同
の
他
に
、
大
き
な
異
同
が

四
カ
所
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
『
寺
社
縁
起
』
と
『
神
道
大
系
』
の
該
当
頁
を
挙

げ
、
各
々
の
異
同
を
破
線
と
傍
線
で
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
、『
寺
社
縁
起
』
一
七
〇
頁
下
段
一
五
行
目
か
ら
一
六
行
目
。

先
ヅ
后
ノ
宮
ニ
御
暇
ヲ
乞
ヒ
、
様
々
ニ
誘
ヘ
申
サ
セ
給
ケ
レ
バ
、
猶
モ
御
名

残
ヲ
惜
ミ
、
后
申
給
ケ
ル
ハ
、

『
神
道
大
系
』
一
一
三
頁
六
行
目
か
ら
七
行
目
。

后
ノ
宮
ニ
御
暇
ヲ
乞
ヒ
、
御
名
残
ヲ
惜
テ
、
速
ソ
可
帰
給
、
其
儘
ハ
御
待
在

レ
ト
ソ
誘
ヘ
申
サ
セ
給
ケ
ル
、
后
ノ
申
シ
給
ヒ
ケ
ル
ハ
、

Ｂ
、『
寺
社
縁
起
』
一
七
五
頁
上
段
八
行
目
か
ら
一
一
行
目
。

今
ノ
両
大
将
軍
ハ
皇
后
ノ
前
後
ニ
随
ヒ
、
左
右
ニ
侍
テ
、
樊
噲
・
張
良
ガ
漢

祖
ニ
翼
従
シ
テ
楚
王
ヲ
誅
伐
シ
、
矜
迦
羅
・
制
多
迦
ノ
明
王
ニ
奉
仕
シ
テ
悪

魔
ヲ
降
伏
シ
給
フ
歟
ト
覚
ヘ
タ
リ
。
越
王
軍
ニ
ア
リ
シ
ニ
人
酒
ヲ
送
シ
カ

バ
、
江
ニ
注
テ
飲
之
、

『
神
道
大
系
』
一
二
〇
頁
九
行
目
か
ら
一
一
行
目
。

今
ノ
両
大
将
軍
ハ
、
皇
后
ノ
前
後
ニ
随
ヒ
左
右
ニ
侍
テ
、
焚
會
ト
張
良
ト
カ

漢
祖
ニ
翼
従
シ
テ
、
楚
王
ヲ
誅
伐
シ
、
矜
迦
羅
制
多
迦
ノ
明
王
ニ
奉
仕
シ
テ

悪
魔
ヲ
降
伏
シ
給
フ
歟
ト
覚
ヘ
タ
リ
、
呉
起
ハ
将
ト
シ
テ
兵
ノ

ヲ
病
シ
カ

ハ
、
親
自
吸
フ
之
、
戦
士
ヲ
撫
シ
カ
ハ
曾
不
惜
命
ヲ
越
王
軍
ニ
ア
リ
シ
ニ
人

酒
ヲ
送
シ
カ
ハ
、
江
ニ
注
テ
飲
シ
ム
之
、
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Ｃ
、『
寺
社
縁
起
』
一
七
六
頁
下
段
六
行
目
か
ら
一
一
行
目
。

御
帰
朝
ア
リ
シ
勇
々
シ
サ
ハ
、
戒
日
大
王
ノ
五
竺
ヲ
随
ヘ
、
秦
ノ
始
皇
帝
ノ

六
国
ヲ
滅
シ
、
越
王
ノ
夫
差
ヲ
討
ジ
テ
会
稽
ノ
恥
ヲ
雪
シ
ヨ
リ
モ
勝
タ
リ
。

異
国
ニ
向
シ
士
率
ハ
旧
里
ニ
帰
ル
悦
ア
リ
。
此
土
ニ
残
ル
人
臣
ハ
本
主
ヲ
得

タ
ル
勇
ア
リ
。
異
国
ノ
合
戦
ニ
討
勝
事
ハ
雖
毎
度
事
也
、
敵
国
帰
伏
シ
テ
日

本
ノ
犬
ト
成
リ
、
奉
備
年
貢
事
、
皇
后
ノ
外
ハ
御
坐
サ
ズ
。

『
神
道
大
系
』
一
二
三
頁
三
行
目
か
ら
一
一
行
目
。

御
帰
朝
ア
リ
シ
勇
シ
サ
ハ
、
戒
日
大
王
ノ
五
竺
ヲ
随
ヘ
、
秦
ノ
始
皇
帝
ノ
六

国
ヲ
滅
シ
、
周
武
王
鹿
臺
ヲ
焼
、
殷
ノ
紂
ヲ
戮
シ
、
漢
ノ
高
祖
ノ
咸
陽
ヲ
封

シ
項
羽
ヲ
討
シ
、
黄
帝
ノ
蚩
尤
ヲ
切
テ
天
下
ノ
暗
ヲ
止
メ
、
越
王
ノ
夫
差
ヲ

討
シ
テ
会
稽
ノ
恥
ヲ
雪
シ
ヨ
リ
勝
レ
リ
、
異
国
ニ
向
シ
士
卒
ハ
舊
里
ニ
帰
ル

悦
ア
リ
、
此
土
ニ
残
ル
人
臣
ハ
本
主
ヲ
得
タ
ル
勇
ア
リ
、
父
子
相
會
貌
ハ
西

巴
カ
林
ニ
放
テ
ル
麑
ヨ
リ
モ
過
タ
リ
、
皇
后
瞻
仰
ノ
眸
ハ
楊
成
カ
郡
ニ
守
タ

ル
民
ヨ
リ
モ
超
タ
リ
キ
、
異
国
ノ
合
戦
ニ
討
勝
事
ハ
雖
毎
度
ノ
事
也
ト
、
敵

国
帰
伏
シ
テ
日
本
ノ
犬
ト
成
リ
奉
備
年
貢
事
、
皇
后
ノ
外
ハ
御
坐
サ
ス
、

Ｄ
、『
寺
社
縁
起
』
一
七
七
頁
下
段
二
行
目
か
ら
一
五
行
目
。

天
竺
ニ
ハ
、
悉
駄
太
子
ノ
妃
耶
輸
多
羅
女
御
懐
妊
〔
ア
リ
シ
ヲ
見
捨
テ
、
家

ヲ
出
デ
ヽ
山
ニ
入
、
難
行
苦
行
シ
給
テ
無
上
道
ヲ
得
給
フ
ベ
キ
ニ
成
シ
カ

共
、
妃
ノ
御
産
ナ
ラ
ザ
リ
シ
間
ハ
思
食
シ
切
ラ
ズ
、
恩
愛
ノ
ヨ
シ
ミ
成
仏
ノ

障
タ
リ
。〕
六
年
ヲ
経
テ
誕
生
シ
御
坐
シ
キ
。
羅

羅
尊
者
是
也
。
此
尊
者

ノ
前
生
、
国
王
タ
リ
シ
時
、
梨
波
都
仙
人
参
内
ス
。
然
ニ
対
面
延
引
シ
、
六

日
儘
無
憂
国
ノ
中
ニ
シ
テ
相
待
ツ
。
其
報
今
感
ジ
テ
胎
内
ニ
六
年
ヲ
送
リ
給

キ
。
祖
父
浄
飯
王
、
悉
達
ノ
御
子
也
ト
云
事
ヲ
恠
ミ
、
猛
火
ノ
中
ニ
投
給

ニ
、
御
身
無
恙
、
火
焔
変
ジ
テ
成
青
蓮
御
足
ヲ
請
ク
。
祖
皇
大
ニ
悦
ビ
、
宮

中
挙
リ
テ
成
礼
。
我
朝
神
功
皇
后
ノ
、
御
産
箇
月
ヲ
過
シ
、
合
戦
静
リ
テ
後

在
御
産
事
ヲ
バ
、
誰
カ
可
奉
疑
。
周
伯
陽
ハ
孕
マ
レ
テ
後
、
賢
王
ノ
治
世
ニ

生
レ
逢
ト
セ
シ
程
ニ
、
八
十
一
年
ニ
シ
テ
母
ノ
腹
ヲ
出
ニ
ケ
リ
。
南
山
大
師

・
聖
徳
太
子
・
弘
法
大
師
此
三
人
ノ
権
者
達
、
何
レ
モ
十
二
月
ニ
テ
出
生
ア

リ
。
加
様
ノ
化
人
ハ
時
代
ヲ
計
ル
故
ニ
、
着
胎
出
胎
、
子
ノ
心
ニ
任
セ
リ
。

『
神
道
大
系
』
一
二
四
頁
一
一
行
目
か
ら
一
二
五
頁
九
行
目
。

天
竺
ニ
ハ
悉
駄
太
子
ノ
妃
耶
輸
多
羅
御
懐
妊
在
リ
シ
ヲ
見
捨
テ
、
家
ヲ
出
テ

山
ニ
入
リ
難
行
苦
行
シ
、
始
テ
無
上
道
ヲ
得
給
ヘ
キ
ニ
成
シ
カ
ト
モ
、
妃
ノ

御
産
ナ
ラ
サ
リ
シ
間
ハ
思
食
不
切
、
恩
愛
ト
ハ
乍
謂
成
佛
ノ
障
リ
タ
リ
、
経

六
年
ヲ
御
誕
生
ノ
後
ニ
コ
ソ
釋
迦
ハ
成
正
覚
給
ヘ
、
此
ノ
生
レ
給
フ
皇
子
ハ

羅

羅
尊
者
ノ
御
事
也
、
此
尊
者
ノ
前
生
ニ
国
王
ト
坐
キ
、
其
ノ
時
キ
梨
波

都
仙
人
ト
云
シ
者
王
宮
ニ
参
テ
、
見
参
ニ
入
ヘ
キ
由
申
セ
シ
ニ
、
無
憂
国
ノ

中
ニ
シ
テ
、
暫
可
相
待
、
急
キ
可
有
御
対
面
ト
ハ
乍
仰
、
六
日
儘
相
見
ヘ
給

ハ
サ
リ
シ
故
ニ
、
其
報
今
感
テ
胎
内
ニ
六
年
ヲ
送
リ
給
ヘ
リ
、
祖
父
ノ
浄
飯

王
大
ニ
恠
給
テ
、
誠
悉
駄
ノ
御
子
ナ
ラ
ハ
此
火
ニ
莫
焼
事
ト
テ
、
猛
火
ノ
中

ニ
投
給
フ
、
然
ニ
皇
子
ノ
御
身
無
ク
恙
、
青
蓮
生
生
出
テ
御
足
ヲ
請
ク
、
端

正
微
妙
ノ
花
ノ
顔
、
翠
ノ
髪
ハ
雲
ヲ
垂
レ
、
焔
ニ
焼
ケ
給
ハ
ネ
ハ
、
祖
皇
自

懐
取
リ
我
孫
也
ト
悦
、
宮
中
挙
リ
テ
成
ス
礼
ヲ
、
悲
母
ノ
御
心
ハ
引
カ
レ
テ

御
嬉
ハ
限
ナ
シ
、
我
朝
神
功
皇
后
ノ
御
産
箇
月
ヲ
過
コ
シ
、
合
戦
静
リ
テ
後

在
シ
御
産
事
ヲ
ハ
、
誰
カ
是
可
奉
疑
、
周
伯
陽
ハ
孕
マ
レ
テ
後
賢
王
ノ
治
世

ニ
出
逢
ン
ト
セ
シ
程
ニ
、
八
十
一
年
シ
テ
母
ノ
腹
ヲ
出
テ
ケ
リ
、
欲
レ
ハ
謂

『
八
幡
愚
童
訓
』
諸
本
研
究
史
再
考
（
筒
井
大
祐
）

一
七



之
嬰
児
ト
年
已
八
十
、
欲
謂
之
老
父
ト
又
且
新
ニ
生
タ
リ
、
故
謂
之
ヲ
老
子

ト
、
生
死
苦
比
丘
ハ
六
十
年
ヲ
経
テ
白
髪
ト
生
セ
テ
生
ル
、
南
山
大
師
・
聖

徳
太
子
・
弘
法
大
師
、
此
三
人
ノ
権
者
ハ
十
二
月
ニ
テ
御
出
生
ア
リ
、
加
様

ノ
化
人
ハ
時
代
ヲ
計
ル
故
ナ
レ
ハ
、
着
胎
出
胎
子
ノ
心
ニ
任
セ
リ
、

Ａ
で
は
、『
寺
社
縁
起
』
の
破
線
部
「
様
々
ニ
誘
ヘ
申
サ
セ
給
ケ
レ
バ
、
猶
モ
」

が
、『
神
道
大
系
』
に
は
記
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
『
神
道
体
系
』
に
は
、
傍

線
部
「
速
ソ
可
帰
給
、
其
儘
ハ
御
侍
在
レ
ト
ソ
誘
ヘ
申
サ
セ
給
ケ
ル
、」
と
あ
り
、

両
書
の
本
文
が
一
致
し
な
い
。

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
で
は
、『
寺
社
縁
起
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
本
文
を
、『
神
道
大

系
』
は
傍
線
部
の
よ
う
に
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｄ
に
は
『
寺
社
縁
起
』
の
破
線

部
の
よ
う
に
『
神
道
大
系
』
と
表
現
が
異
な
る
点
も
あ
る
。

な
お
、
Ｄ
で
は
『
寺
社
縁
起
』
の
〔
ア
リ
シ
ヲ
見
捨
テ
、
・
・
・
成
仏
ノ
障
タ

リ
〕
は
、
解
説
に
「
底
本
の
欠
を
文
明
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
（〔

〕
内
が
そ
れ

で
あ
る
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
京
大
本
の
本
文
の
欠
失
部
を
文
明
本
で
補

わ
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
は
、『
神
道
大
系
』
と
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
寺
社
縁
起
』
と
『
神
道
大
系
』
の
上
巻
前
半
部
を
比
較
す
る

と
、
両
書
の
本
文
が
一
致
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る

と
、
も
し
小
野
氏
が
、
菊
大
路
本
の
本
文
を
『
寺
社
縁
起
』
で
は
な
く
、『
神
道

大
系
』
に
拠
っ
て
諸
本
を
比
較
さ
れ
て
い
れ
ば
、
提
示
さ
れ
た
諸
本
分
類
も
違
う

形
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
は
、
小
野
氏
の
提
示
さ
れ
た
分
類
に
拠
り
な

が
ら
も
、
改
め
て
『
神
道
大
系
』
に
基
づ
く
諸
本
論
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

さ
ら
に
、
石
清
水
八
幡
宮
に
伝
来
し
た
菊
大
路
本
を
底
本
と
す
る
『
神
道
大

（
�
）

系
』
の
意
義
は
、
西
田
長
男
氏
が
、
そ
の
内
容
か
ら
『
愚
童
訓
』
甲
本
の
成
立
に

石
清
水
八
幡
宮
の
社
僧
を
推
定
さ
れ
た
点
か
ら
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

『
愚
童
訓
』
研
究
に
は
、
諸
本
論
や
本
文
研
究
な
ど
、
い
ま
だ
究
明
す
べ
き
課

題
が
多
い
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
今
後
の
『
愚
童
訓
』
研
究
の
基
礎

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）
萩
原
龍
夫
「
八
幡
愚
童
訓
」（
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
古

典
文
学
大
辞
典

第
五
巻
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）。

（
２
）
日
本
思
想
大
系
２０
『
寺
社
縁
起
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）。

（
３
）
萩
原
龍
夫
「
神
祇
思
想
の
展
開
と
神
社
縁
起
」（
前
掲
書
（
２
））。

（
４
）
新
城
敏
男
「
中
世
八
幡
信
仰
の
一
考
察
│
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
成
立
と
性
格
│
」

（
中
野
幡
能
編
『
民
衆
宗
教
史
叢
書

第
二
巻

八
幡
信
仰
』、
雄
山
閣
出
版
、
一

九
八
三
年
）。

（
５
）
小
野
尚
志
『
八
幡
愚
童
訓
諸
本
研
究

論
考
と
資
料
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇

一
年
）。

（
６
）
小
助
川
元
太
「
行
誉
書
写
本
『
八
幡
宮
愚
童
訓
』
考
」（
福
田
晃
・
中
前
正
志
編

『
唱
導
文
学
研
究

第
十
一
集
』、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
七
年
）。
こ
の
論
考
で

は
、
小
助
川
氏
は
『
愚
童
訓
』
甲
本
の
唯
一
の
注
釈
書
と
し
て
、
五
葉
道
全
訳
注

『
八
幡
大
菩
薩
愚
童
記

蒙
古
襲
来
の
原
典
』（
日
本
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
七
年
）

を
挙
げ
ら
れ
る
。

（
７
）
萩
原
龍
夫
「
八
幡
愚
童
訓

甲

解
説
」（
前
掲
書
（
２
））。

（
８
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
『
八
幡
愚
童
記
上
・
下
』（
請
求
記
号
３
０

１
１
│
２
）
二
冊
。

（
９
）
東
京
帝
国
大
学
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け

四
ノ
六
』（
東
京
帝
国
大
学
文
科

大
学
史
料
編
纂
掛
、
一
九
一
五
年
）。

（
１０
）
川
上
市
太
郎
「
多
可
島
考
（
附
記
）
八
幡
大
菩
薩
愚
童
訓
（
記
）
に
就
い
て
」

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
十
九
号

一
八



（
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書

第
十
四
輯
『
元
寇
史
蹟
（
地
之

巻
）』、
福
岡
県
、
一
九
四
一
年
）。

（
１１
）
是
澤
恭
三
「
八
幡
愚
童
訓
の
諸
本
」（『
か
が
み
』
第
十
号
、
大
東
急
記
念
文
庫
、

一
九
六
五
年
三
月
）。

（
１２
）
新
城
氏
前
掲
論
文
（
４
）「
注
４
」。

（
１３
）
小
野
氏
前
掲
書
（
５
）。

（
１４
）
田
中
弘
清
『
続
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書

三

菊
大
路
家
文
書
目
録
（
石
清

水
八
幡
宮
文
書
目
録
３
）』（
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
、
一
九
八
八
年
）。

（
１５
）
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系

古
典
編
十
三

海
部
氏
系
図
・
八
幡
愚
童
記

・
新
撰
亀
相
記
・
高
橋
氏
文
・
天
書
・
神
別
記
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
二

年
）。

（
１６
）
小
野
氏
前
掲
書
（
５
）。

（
１７
）
西
田
長
男
「
八
幡
愚
童
訓
（
神
祇
部
一
三

巻
第
一
三
）
第
一
輯
」（『
群
書
解

題

第
一
巻
中

神
祇
部
（
二
）』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
二
年
）。

付
記貴

重
な
資
料
の
複
写
を
御
許
可
下
さ
っ
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
並
び
に
石
清
水

八
幡
宮
に
対
し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

本
稿
は
、
頭
脳
循
環
を
加
速
す
る
戦
略
的
国
際
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
八
幡
縁
起
、
そ
の
流
伝
と
変
容
│
絵
巻
・
神
話
・

地
域
社
会
│
」
で
の
口
頭
発
表
（
二
〇
一
八
年
七
月
一
二
日
）
の
一
部
に
基
づ
く
。
本

稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
ご
教
示
下
さ
っ
た
諸
氏
に
対
し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

本
研
究
は
、JSPS

科
研
費
（18K

12300

・
若
手
研
究
「『
八
幡
愚
童
訓
』
の
生
成
と

展
開
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
つ
つ
い

だ
い
す
け

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
）

『
八
幡
愚
童
訓
』
諸
本
研
究
史
再
考
（
筒
井
大
祐
）

一
九


